
 

現
在
、
日
本
の
奨
学
金
制
度
の
主
流

は
貸
付
型
で
す
。
利
用
す
る
学
生
は
３

０
０
万
円
か
ら
１
０
０
０
万
円
も
の

借
金
を
背
負
っ
て
社
会
人
と
な
り
ま

す
。 日

本
共
産
党
浦
安
市
議
団
は
「
市
と

し
て
給
付
型
奨
学
金
制
度
を
」
と
長
年

に
わ
た
り
要
求
し
続
け
、
つ
い
に
今
年

度(

昨
年
４
月)

、
制
度
が
で
き
ま
し

た
。 

        

市
の
給
付
型
奨
学
金
は
、
学
業
成
績

が
優
秀
で
学
習
意
欲
が
あ
り
、
経
済
的

理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
学
生
に

対
す
る
制
度
と
し
て
開
始
し
て
い
ま

す
。 

 

と
こ
ろ
が
、
生
活
保
護
受
給
世
帯

は
、
奨
学
金
を
収
入
と
し
て
み
な
す
た

め
に
適
用
除
外
と
規
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
。 

日
本
共
産
党
は
９
月
議
会
に
て
、
福

島
市
が
高
校
に
通
う
た
め
の
奨
学
金

を
収
入
と
見
な
し
、
母
子
家
庭
世
帯
の

生
活
保
護
費
を
減
額
処
分
し
た
こ
と

に
つ
い
て
、
昨
年
８
月
に
厚
生
労
働
省

が
福
島
市
の
決
定
を
不
当
と
し
、
奨
学

金
を
収
入
と
認
め
ず
、
生
活
保
護
費
の

減
額
処
分
を
取
り
消
す
裁
決
を
下
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
の
条
例
を
改

め
、
生
活
保
護
受
給
者
も
適
用
と
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。 

答
弁
に
立
っ
た
健
康
福
祉
部
長
は

「
国
の
指
針
に
従
い
収
入
と
し
て
認

定
し
な
い
取
り
扱
い
を
行
う
こ
と
を

検
討
す
る
」
こ
と
を
約
束
し
、
12
月

議
会
に
は
２
０
１
６
年
４
月
１
日
か

ら
生
活
保
護
受
給
者
を
適
用
と
す
る 

条
例
改
正
の
議
案
が
出
さ
れ
、
満
場
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

    

給
付
型
奨
学
金
の
今
年
度
の
予
算

は
８
７
０
件
を
見
込
ん
で
い
ま
し
た
。 

６
月
か
ら
３
ヶ
月
間
、
今
年
度
の
支

給
申
請
を
受
け
付
け
た
と
こ
ろ
、
問
い

合
わ
せ
２
３
４
件
、
申
請
１
６
０
件
、

支
給
開
始
１
４
０
件
で
す
。 

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
り
問

合
せ
を
し
た
母
親
か
ら
、
学
業
成
績
が

成
績
基
準
５
段
階
評
価
の
平
均
値

３
・
８
以
上
で
あ
る
こ
と
が
ハ
ー
ド
ル

と
な
っ
て
申
請
で
き
な
い
、
収
入
基
準

が
生
活
保
護
基
準
額
１
・
３
倍
以
下
で

は
基
準
が
低
い
と
日
本
共
産
党
へ
相

談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
違
い
、
学

校
内
で
の
学
業
評
価
の
数
値
３
・
８
で

一
律
に
線
引
き
す
る
こ
と
に
客
観
性

が
あ
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。 

評
価
３
・
８
以
下
の
学
生
で
あ
っ
て

も
学
力
が
劣
る
と
は
言
い
き
れ
ま
せ

ん
。 学

習
意
欲
が
あ
れ
ば
対
象
と
な
る

よ
う
成
績
基
準
・
収
入
基
準
の
改
善
を

求
め
た
と
こ
ろ
、
教
育
総
務
部
長
は

「
基
準
は
何
度
も
検
討
し
て
き
た
。
今

年
度
開
始
し
た
ば
か
り
、
申
請
者
の
混

乱
招
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
、
現
状
で

は
変
更
考
え
て
い
な
い
」
と
現
状
維
持

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
市
の
制
度
を
さ
ら

に
使
い
や
す
い
制
度
に
改
善
す
る
た

め
に
今
後
も
全
力
を
尽
し
ま
す
。 

ま
た
、
国
民
の
教
育
を
受
け
る
権
利

を
保
障
す
る
た
め
に
、
本
来
、
国
が
給

付
型
奨
学
金
制
度
を
確
立
す
べ
き
で

す
。 日

本
共
産
党
は
国
に
対
し
て
も
、
引

き
続
き
要
求
し
て
い
き
ま
す 

 
  

 

地
域
の
交
通
不
便
の
解
消
を
す

る
よ
う
求
め
、
昨
年
４
月
の
市
議

会
選
挙
に
て
、
今
川
地
域
の
交
通

弱
者
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な

移
動
手
段
と
し
て
、
お
さ
ん
ぽ
バ

ス
の
充
実
を
公
約
に
盛
り
込
み

活
動
し
て
き
ま
し
た
。 

12
月
議
会
一
般
質
問
で
日
本

共
産
党
は
お
さ
ん
ぽ
バ
ス
の
増

便
で
今
川
地
域
へ
の
対
策
を
す

る
よ
う
改
め
て
求
め
ま
し
た
。 

都
市
整
備
部
長
は
「
市
長
よ
り

担
当
に
支
持
を
さ
れ
た
。
今
後
、

具
体
的
（
今
川
・
高
洲
新
路
線
）

に
詳
細
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
バ

ス
事
業
者
と
打
ち
合
わ
せ
を
し

て
い
く
。」
と
答
え
ま
し
た
。 

現
在
、
浦
安
市
内
を
運
行
す

る
東
京
ベ
イ
シ
テ
ィ
交
通
の
路

線
に
は
、
今
川
地
域
の
中
を
巡

回
す
る
バ
ス
路
線
は
な
く
、
お

さ
ん
ぽ
バ
ス
の
路
線
も
あ
り
ま

せ
ん
。 

地
域
住
民
か
ら
「
バ
ス
停
が

遠
く
、
家
の
近
く
か
ら
乗
車
で

き
る
バ
ス
路
線
を
作
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
要
望
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。 

お
さ
ん
ぽ
バ
ス
は
、
バ
ス
路

線
が
な
い
地
域
の
交
通
状
況
を

改
善
す
る
た
め
、
東
京
ベ
イ
シ

テ
ィ
交
通
に
と
っ
て
採
算
が
と

れ
な
い
路
線
を
、
浦
安
市
の
独

自
の
財
政
措
置
に
よ
っ
て
、
２

０
０
２
年
か
ら
運
行
し
て
い
ま

す
。 日

本
共
産
党
は
お
さ
ん
ぽ
バ

ス
の
充
実
を
機
会
あ
る
ご
と
に

求
め
て
い
ま
す
が
、
２
０
１
３

年
12
月
議
会
一
般
質
問
に
て
、

お
さ
ん
ぽ
バ
ス
の
運
行
で
今
川 

        

９
月
議
会
で
は
、
日
本
共
産
党
浦
安
市
議
団

は
民
主
党
、
無
所
属
議
員
（
一
名
）
と
安
全
保

障
関
連
法
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
の
共
同
提

案
を
し
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
は
〝
戦
争
法
（
安
保
法
制
）
廃

止
、
立
憲
主
義
を
取
り
戻
す
〟
こ
の
一
点
で
一

致
す
る
す
べ
て
の
政
党
・
団
体
・
個
人
が
、
思

想
・
信
条
の
違
い
、
政
治
的
立
場
の
違
い
を
乗

り
越
え
て
「
戦
争
法
（
安
保
法
制
）
廃
止
の
国

民
連
合
政
府
」
の
実
現
を
よ
び
か
け
て
い
ま
す
。 

力
を
あ
わ
せ
立
憲
主
義
・
民
主
主
義
・
平
和

主
義
を
貫
く
新
し
い
政
治
を
つ
く
る
た
め
に
、

日
本
共
産
党
浦
安
市
議
団
も
力
を
尽
く
し
ま

す
。 
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浦
安
市
で
は
昨
年
４
月
、
給
付
型
奨
学
金

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
が
提
案
し
続
け
て
き
た
も
の

で
す
。
そ
の
後
日
本
共
産
党
は
「
真
に
住
民

の
願
い
に
添
う
も
の
に
」
と
拡
充
を
要
求
。

こ
の
４
月
か
ら
一
部
が
実
現
し
ま
す
。 

 

 

■高等学校等 

法に規定する高等

学校、高等専門学

校、専修学校、特

別支援学校などは

月額５０００円 

■大学等 

月額１５０００円 

現
在
、
給
食
費
に
つ
い

て
、
市
の
条
例
に
は
減
額

や
免
除
の
規
定
は
な
く
、

税
負
担
の
公
平
性
を
理
由

に
滞
納
者
へ
の
厳
し
い
取

り
立
て
を
進
め
て
い
ま

す
。 日

本
共
産
党
は
、
税
の

滞
納
の
背
景
に
何
が
あ
る

の
か
を
し
っ
か
り
と
検
証

し
、
減
免
制
度
や
支
援
制

度
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く

よ
う
求
め
て
き
ま
し
た
。 

１２
月
議
会
に
、
第
３
子

以
降
の
児
童
生
徒
の
保
護

者
が
、
子
育
て
に
要
す
る

費
用
の
負
担
軽
減
が
必
要

な
と
き
は
、
所
得
制
限
を

設
け
ず
、
給
食
費
を
減
額
、

又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
し
た
改
正
議
案
が

出
さ
れ
満
場
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。 

本
年
４
月
１
日
よ
り
実

施
で
す
。 



 

反対 

５名 

日本共産党 元木美奈子・みせ麻里 

無会派 
折本ひとみ・広瀬明子 

柳 毅一郎 

 

 

 

賛成 

15名 

公明党 
秋葉 要・中村理香子 

一瀬健二 

市民の会 ○西山幸男・○水野 実 

自由民主党・ 

無所属クラ

ブ 

○岡本善徳・宝 新・ 

西川嘉純・辻田明・ 

宮坂奈緒 

かがやき 
末益隆志・小林章宏・ 

毎田潤子 

徳風会 岡野純子・吉村啓治 

 

浦
安
市
議
会
は
定
数
２１
名
。
通
常
、
議
長
は
採

決
に
加
わ
ら
な
い
た
め
、
２０
名
で
採
決
結
果
が

示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

今
回
の
決
算
に
日
本
共
産
党
と
３
名
が
反
対
。 

２６
年
度
当
初
予
算
は
可
決
し
た
も
の
の
、
賛
成

１１
、
反
対
９
、
あ
と
１
名
が
反
対
す
れ
ば
可
否

同
数
に
迫
る
浦
安
市
議
会
史
上
、
異
例
の
結
果
と

な
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
○
印
の

３
名
は
２６
年
度
予
算
議
会
で
は
反
対
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
決
算
で
は
賛
成
す
る
と
い
う
ス
ジ

の
通
ら
な
い
態
度
を
示
し
ま
し
た
。 

２６
年
度
予
算
議
会
で
は
、
反
対
者
は
採
決
に
当

た
り
そ
れ
ぞ
れ
が
討
論
の
中
で
そ
の
理
由
を
述

べ
、
反
対
者
が
共
通
の
理
由
に
上
げ
た
の
が
浦
安

駅
前
再
開
発
に
係
る
土
地
交
換
に
つ
い
て
で
し

た
。
市
は
市
有
地
と
民
有
地
と
の
交
換
に
つ
い

て
、
市
有
地
の
評
価
額
を
約
半
分
に
不
当
に
低
く

鑑
定
し
、
等
価
交
換
だ
な
ど
と
し
て
２６
年
度
予

算
議
会
に
提
案
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
元
市
有

地
に
は
土
地
所
有
者
が
ビ
ル
を
建
設
中
で
す
が
、

民
有
地
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

市
は
こ
の
ビ
ル
内
に
建
設
費
を
負
担
し
て
音
楽

オ
ー
ル
を
整
備
中
で
す
。 

と
こ
ろ
が
、 

  

１２
月
議
会
で
は
、
平
成
２６
年
度
決
算
に
つ

い
て
、
討
論
・
採
決
が
行
わ
れ
、
日
本
共
産

党
は
反
対
し
ま
し
た
が
、
「
１５
対
５
」
で
認

定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
賛
成
議
員
３
名
（
表
の
○
印
）

は
、
当
初
予
算
で
は
反
対
し
、
決
算
で
は
賛

成
し
ま
し
た
。 

26年度決算 

は
身
分
証
明
書
が
中
心
で
、
作

ら
な
く
て
も
不
便
が
な
い
に
も

関
わ
ら
ず
、
浦
安
市
は
「
便
利

に
な
る
」
こ
と
を
強
調
し
、
来

年
度
か
ら
「
課
税
・
非
課
税
証

明
書
」
「
住
民
票
の
写
し
」「
印

鑑
登
録
証
明
書
」
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
に
活
用
す
る
予
定
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
市
独
自
の
利
活
用

は
、「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
普

及
を
目
的
に
実
施
さ
れ
る
も
の

で
す
。 

   

 

昨
年
１１
月
２３
日
か
ら
送
付

さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
「
通
知

カ
ー
ド
」
は
７
５
０
０
０
通
、

し
か
し
、
浦
安
市
は
、
日
本
共

産
党
の
質
問
に
答
え
て
、
宛
名

不
明
、
住
民
不
在
な
ど
で
約
１

万
通
が
浦
安
市
に
戻
っ
て
き
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
転
出
先

の
割
り
出
し
や
再
送
付
、
受
け

取
り
方
法
の
案
内
な
ど
の
対
応

に
追
わ
れ
、
年
内
に
終
わ
ら
せ

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
の

見
通
し
を
示
し
ま
し
た
。
導
入

実
務
を
担
う
自
治
体
職
員
の
業

務
が
過
重
に
な
っ
て
い
る
実
態

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

 マイナンバー制度は、個人情報を活用する側には

便利ですが、プライバシーの侵害、国家による管理

統制の強化、なりすまし・詐欺などの犯罪の危険増

大と表裏一体です。 

 日本共産党は一貫して反対し、いまも制度の凍

結・中止を求めています。 

日本共産党浦安市議団は、制度中止を国に求める

意見書発議を市議会で提案するとともに、昨年１２

月議会では一般質問で市の姿勢を質しました。 

  

 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
管
理
さ
れ

る
個
人
情
報
は
、
社
会
保
障
、

税
、
災
害
の
３
分
野
、
９８
の
事

務
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ス

タ
ー
ト
前
か
ら
政
府
は
利
用
分

野
の
拡
大
を
決
定
し
ま
し
た
。

預
貯
金
口
座
（
当
面
は
任
意
、

２
０
２
１
年
以
降
に
義
務
化
を

検
討
）
メ
タ
ボ
健
診
、
予
防
接

種
の
履
歴
な
ど
利
用
範
囲
を
拡

大
、
さ
ら
に
地
方
自
治
体
の
判

断
に
よ
る
利
用
範
囲
の
拡
大
も

可
能
で
す
。 

 

し
か
し
、
共
通
番
号
に
紐
づ

け
さ
れ
る
情
報
が
多
く
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
、
情
報
漏
れ
の
危
険

性
は
高
く
な
り
、
な
り
す
ま
し

や
詐
欺
な
ど
の
犯
罪
の
格
好
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。 

 

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
は
強

制
で
あ
り
ま
せ
ん
し
、
作
っ
て

持
ち
歩
く
こ
と
に
な
れ
ば
紛

失
・
盗
難
の
危
険
は
増
し
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
は
「
個
人
番
号

カ
ー
ド
」
の
市
独
自
の
利
活
用

の
拙
速
な
実
施
は
抑
制
す
べ
き

と
主
張
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

は
本
格
運
用
を
加
速
す
る
の
で

な
く
、
中
止
・
凍
結
し
、
廃
止

へ
の
検
討
を
行
う
こ
と
が
必
要

で
す
。 

 

問題だらけの マイナンバー 

今
年
１
月
か
ら
希
望
者
に
は

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
が
発
行

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
Ｉ
Ｃ
チ
ッ

プ
が
内
蔵
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
性
カ
ー
ド
で
、
用
途
は
当
面 

個人番号カードの市独自利用は抑制せよ！ 

３名の議員 

市
職
員
の
業
務 

過
重
の
実
態
も 

紐
づ
け
情
報
は 

限
定
す
べ
き 

 

来
年
度
か
ら 

市
独
自
活
用 

元
木
美
奈
子

美
勢
 

麻
里

秋
葉
 
 
要

一
瀬
　
健
二

中
村
理
香
子

西
山
 

幸
男

水
野
 
 
実

深
作
 
 
勇

岡
本
　
善
徳

宝
 
 
 

新

西
川
 

嘉
純

辻
田
 
 
明

宮
坂
 

奈
緒

末
益
 

隆
志

小
林
　
章
宏

毎
田
　
潤
子

吉
村
　
啓
治

岡
野
 

純
子

折
本
ひ
と
み

柳
 

毅
一
郎

広
瀬
　
明
子

マイナンバー法に基づく浦安市の行政手続きにおける個人番号の利
用や特定個人情報の提供に関する条例の制定のため反対。

● ● ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

住民基本台帳法の改正に伴い、住民基本台帳カードの交付手数料
を浦安市手数料条例から削除、利用条例の失効の規定などを改正
する条例の制定について。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東野プールの使用料を大人１６０円⇒２４０円 小人５０円⇒８０円にす
るための条例改正について。公民館使用料を社会教育関連団体か
らも徴収するための条例改正についてのため反対。

● ● ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

指定管理者の指定について、海園の街保育園（株式会社ベネッセス
タイルケア）余剰金２１２４万７４３円が市に返還されていないことなど
から反対。

● ● ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

弁天２丁目地区市街地液状化対策工事の随意契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

消費税の１０％への税率引き上げに反対する意見書（日本共産党提
出）

○ ○ ● ● ● ● ● 議 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ○

４年に一度選任されている副市長の再任として2012年より現職の石
井一郎氏が提案されましたが、トップダウン強化などから反対。

● ● ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●

可決
満場一致

否決
４対１６

○
：
賛
成

●
：
反
対

議
：
議
長

可決
１７対３

可決
１７対３

可決
１７対３

可決
満場一致

同意
１５対５

日本
共産党

徳風会 無会派公明党
市民の

会
自由民主党・
無所属クラブ

かがやき

15対５で認定 

 

平成２６年度決算に対する会派・議員の態度 
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